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1fのニ援議 (doubleproduct : DP)を;踏まをし、その館街点







i結果1DPBPfkg (pre : 0.96土0.19.post: 0.92土0.21)、
インスリン鎮 (pre: 7.5ゴこ3.5.post: 7.8土3.1)‘インスリ
ン抵抗性 (pre: 1.9土i.o.post : 1.8ごと0.8)のいずれも有鷺
な変化を示さなかったが、Jtn鰭{謹iま有意!こ低下した (pre:




れぞれ (prev.s. post)で撒糠鑓は G群で9弘、 8群で4%と
有意!こ低下し (G群:p<0.01.B群:p<O.05)、インスリン
鑓は8群のみで有意に上昇した (p<0.05)。インスリン抵抗
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